
2022年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL51222A46）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ガーナ G153 音楽 20～45
歳のみ 個別 交替

3代目 2年 ・2023/1 ・2023/2 ・
2023/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

ムザノ音楽学校

3）任地（ セントラル州ゴモア・ウェスト郡ムザノ ） JICA事務所の所在地（ アクラ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1981年に創立された音楽を中心とした授業を行う私立高等学校であったが、2013年より公立高校となった。生徒数
約110名の小規模な学校で、全生徒が音楽科に所属している。1週間の授業のうち約半分は音楽に関する座学と実習で、
残りは一般教養に加え、選択科目として商業、美術のいずれかの科目を選択して履修する。教員数は25名で、うち3名
が音楽専任の教員である。2020年1月から3月までJICA海外協力隊員が派遣されていたが、コロナ禍により避難一時帰国
となった。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先では実践的な演奏技術の指導のほか、音楽の歴史や理論など音楽に関わる様々な授業が行われている。JICA海外
協力隊員には、同僚音楽教員と協働し、生徒で構成されるブラスバンドの指揮・指導や音楽に関する授業を行い、演奏
技術や指導方法の技術移転が期待されている。また、配属先に通う生徒・教員に対して日本の音楽や歌を紹介し、日本
文化の紹介・相互理解の深化についても期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 生徒によって構成されるブラスバンドの指揮・指導を同僚教員と行う。
2. 音楽理論の授業を受け持つ。
3. 日本の音楽や歌、日本文化を紹介し、相互理解の深化に取り組む。
4. そのほか、配属先が参加する地域の音楽イベントに参加・協力する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

トランペット、トロンボーン、サックス、ドラムなどの主要楽器の多くは、近隣校より借り受けている。

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:校長(男性、40代)、教員25名(男女、20-50代)、サポートスタッフ13名(20-40代)

活動対象者:上記教員、生徒約110名(男女)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（中学校又は高等学校教諭（音楽））

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（25～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
生活使用言語は主にファンティ語。不定期な停電、断水がある。
現在、コロナ感染予防のために公共交通機関の利用を禁止している。状況が落ち着くまでは、任地内外の移動は徒歩も
しくは借上げタクシー利用となる。
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